
学校感染症情報

症候群サーベイランスシステムについて

三重県では、各学校施設に協力していただき、感染症による欠席者情報を毎日この

システムに入力していただいています。

入力していただいた情報を活用して子どもたちの健康を守るために、各学校施設が

対応をできるように、専門機関と連携し、感染症の拡大を防止します。

津保健所では、津市内の学校の感染症による欠席者傾向を毎月まとめさせていただき、
情報提供いたします。



令和７年１１月の様子 ～津市内の学校感染症情報～

月を通して感染が多くみられた疾患

・インフルエンザ
・マイコプラズマ感染症
・水痘

感 染 症 動 向

・インフルエンザが継続して津管内で激増しています。閉鎖措置も
激増しました。

・マイコプラズマ感染症も継続して増加しています。
・水痘も増加しており、注意が必要です。

（令和７年12月９日入力分を集計）

前半 後半

学級閉鎖 ３３校 ４４校

学年閉鎖 １校 ８校

学校閉鎖 ０校 ０校

インフルエンザによる
閉鎖措置が激増しました
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[学校症候群サーベイランスシステム]　令和７年11月  月報



1741



国立健康危機管理研究機構感染症情報サイト・文部科学省 学校保健安全法 参照

感染症まめ知識

水痘帯状疱疹ウイルスの感染によって引き起こされる発疹性の病気です。
小児に多く、９歳以下での発症が９０％以上を占めると言われています。
例年冬から春にかけて流行しますが、年間を通じて患者の発生がみられます。
潜伏期間は２週間程度（１０～２１日）です。
●症状
３８度前後の発熱、倦怠感、発疹で発症します。
発疹は全身性でかゆみを伴い、紅斑、水疱、膿疱、かさぶたの順に変化します。

●感染経路
空気感染・咳やくしゃみなどのしぶきによる飛沫感染
ウイルスがついている手指や物に触れることからの接触感染

●予防法
ワクチンによる予防が可能です。また患者さんと接触した場合は
接触から７２時間以内であれば緊急ワクチン接種にて発症の阻止や、
発症した場合でも症状を軽減する効果が期待できます。

●登校（園）の基準
全ての発疹がかさぶたになるまで出席停止となります。

水痘（みずぼうそう）


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4: 感染症まめ知識

